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運営ブログ法人サイト認定NPO法人 はままつ子育てネットワーク ぴっぴ

ホーム
ページ

ぴっぴ法人サイト　https://npo.hamamatsu-pippi.net/
子育て情報サイト　https://www.hamamatsu-pippi.net/

電話： 080-5678-5255　E-mail: pippi@hamamatsu-pippi.net

2021年秋から、浜松市内在住のひとり親家庭（離婚前提で別居中の人も含む）を応援しようとこの事業を開始しました。
この事業では大きく2つの柱でひとり親家庭の自立を応援しました。1つ目は、子育て情報など様々な情報がインターネット中心
であるがゆえに、Wi-Fi環境が整っていないと情報格差があるため、ひとり親家庭に役立つ情報を冊子にまとめて無料配布し
ました。2つ目には、子育ても仕事も家事もワンオペとなりがちなひとり親が、自分の用事を済ませたり、時にはリフレッシュした
りするために、保育や家事支援を行いました。離婚前提でワンオペとなっている人の場合は、行政の支援の対象外となることも
あるため、ドリカムプランで支援しました。利用者からは、「クーポンが手元にあることによって、安心感があった」「助かるの一
言。頼るところがなく、本当に助かりました」「急な依頼でもなんとかして受けてくださり、本当に本当に助かりました」などの声
が寄せられました。2021年に「ひとり親家庭を支援してほしい」という方の寄付をきっかけに始めたこの事業でしたが、支援の
方法や資金の調達などの課題があり、2024年3月末で一旦終了となりました。この事業をきっかけに様々な団体や地域で子育
て支援をしている方たちとの新しいつながりや、これまでのつながりの強化ができました。今後も既存の子育て支援にはない形
の支援を考え、豊かな子育てライフが送れるようサポートしていきます。その時はまた皆さんのご支援をお願いいたします。

浜松市在住のひとり親家庭の自立を応援する事業

私たちは、浜松市および周辺
地域の人々に対する子育て
サポートを目的に、子育て中
の親の視点で考え、子育てし
やすいまちづくりを目指して
活動しています。

10月 浜松市の幸福度上昇中！！
はままつWell-Being インパクト賞

ドリカムプラン
の事業の様子
はこちら▶

2024年3月末までの2年半に、
・冊子「生活便利帳ひとり親LIFE」を約13,500冊、のべ300か所で配布
・クーポン利用者登録　81人
・保育支援　のべ約250回実施　　・家事支援　のべ約100回実施

「Well-Being(ウェルビーイング)」、大まかにいえば「幸福感」、厚生労働省は
「個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にある
こと」と定義しています。浜松市は2023年度から「浜松市Well-Being アワード」
を創設しました。ぴっぴの活動の中の「取材スタッフ」の取り組みは、地域(浜松
市)の幸福感向上への波及効果があると認められ、「はままつ Well-Being インパ
クト賞」を受賞しました。

あなたのWell-Being（幸福感）はどれくらい！？
思い起こせば18年前、「浜松市子育て情報サイトぴっぴ」の誕生と共に生まれた
「取材ママ」「パパ特派員」。子どもと一緒に出かけた素敵な場所や体験を、他の
パパやママにも伝えたいと、子どもと一緒に寝落ちするのをこらえて「子連れでおでかけ」ブログの記事を書いてくれている取材スタッフ
の活動が、なぜWell-Beingなのか！？初期の取材スタッフの中には、そろそろ子育てもひと段落、今度は孫育てへとシフトしつつありま
す。また、「子連れでおでかけ」ブログの読者だった人たちも、今や子育てを支援する側になり、ある取材スタッフからは、「『子連れでお
でかけ』を通して楽しい子育てができたので、今度は自分が取材ママ・パパ特派員となって、恩送りをしたい」という声もありました。ま
た、取材スタッフが紹介するおススメの子連れスポットや子どもと一緒にできる体験こそ、子どもたちの記憶に残したい浜松の子育ての
ワンシーンです。「はままつ Well-Being インパクト賞」の受賞は、歴代の取材スタッフたちの活動により、浜松市の子育てをより楽しく
するための循環が生まれていることが評価され受賞となりました。今後も、子育てを通して、よりWell-Beingが得られるような取り組み
をして参ります。みなさんも、一緒に挑戦しましょう！

1月

運営ブログ▶

運営ブログ
「しずおか子育て防災ネット
ワーク」の活動やネットワー
ク加入に関するお問合せは
右の二次元コードから

Facebook

11月 「しずおか子育て防災ネットワーク」として、
ふじさんっこ応援大賞「審査員特別賞」を受賞

「しずおか子育て防災ネットワーク」は、静岡県内の子育て支援団体が、いざという時
のためにつながろうと、ぴっぴも発起人団体のひとつとして活動しています。ネット
ワークを作って、2年半が経ちました。その間に、熱海市伊豆山地区で土砂災害(2021年
7月)や、静岡を襲った台風15号による浸水・土砂災害・断水(2022年9月)などが起こり
ました。被災後の熱海には、寄付を集め、ママたちにクオカードを送りました。また、断
水により洗濯ができない清水区を中心とする被災家庭の洗濯代行や、子どもの保育支
援、また被災後ゆっくり寛ぐ余裕もなくなってしまった被災者に向けたイベント「サトシ
ン絵本よみまショー」などを開催しました。

運営ブログ▶

平時には、いざという時に役立つ情報共有や講座・研修の開催なども行っ
ています。さらに、南海トラフなどの大災害が起きると、静岡県内全域で壊
滅状態になる可能性を踏まえて、大阪市の団体「ママコミュ！ドットコム」

と、「災害時の相互支援のための協定」を締結しました。今後も、いつ起こるかわから
ない災害に備えて、子育て家庭の視点を持った防災を実践していくネットワークです。

※この事業は、ふじのくに未来財団（2021年9月～2023年3月）、こどもの未来応援基金（2023年4月～2024年3月）の助成を受け実施しました。

＠しずおか子育て防災ネット

2024年元旦に起きた能登半島地震。急遽、1月5日から寄付の受付を開
始し、浜松市が対口支援している珠洲市を支援することになりました。
実際に支援物資を送るにも、発災直後は宅配が難しく、支援物資を届け
るには、支援に入る団体に協力してもらって運んでもらうしかありませ
ん。今回は“はままつna net”の協力を得て、１月中旬に七尾市と珠洲市
で「つながる支援パック」を配布してもらいました。その後、乳幼児がい
る家庭は断水が続く珠洲市での生活が困難なため、金沢市などに2次
避難しているという情報があったため、3月末までに、珠洲市と金沢市
に向けて合計6回の支援物資を送りました。

被災地では、不便な生活を強いられている人がたくさん
います。小さな子どもを連れて、様々な不安を抱えて生活
している人や、2次避難先からなかなか自宅に帰れない人
もいます。ぴっぴは、今後も能登半島の支援を継続して参
ります。ご支援よろしくお願いいたします。 中間報告▶

◀毎回の
支援について

子育て世代への災害支援を寄付で応援してください

▲詳細はこちら

ぴっぴへの寄付は、
寄付金控除の対象となります。

寄付の
方法

▶ 窓口（現金）
▶ クレジット
▶ 銀行振り込み

能登半島地震で被災した
子育てファミリーの支援 継続中！ ▼「つながる支援パック」準備中

珠洲市の避難所で
受け取った様子▶

▼金沢市「あつまらんけ～のと」での配布

「つながる支援パック」には、今現在被災地の人が必
要とするものを、子ども1人分にセットして送り、珠洲
市健康増進センターや、金沢市社会福祉協議会など
の協力を得て、被災者に配布しています。2次避難を
していた子どもたちが珠洲市に戻りつつある今、子
どもの居場所などが新たに開設されているそうで
す。2024年4月には、そこで使用する子どものおも
ちゃや絵本などを支援しています。

寄付で
応援して

ください！



12月 さまざまな立場で意見交換
 「浜松市の議員さんと語ろう!」

普段の生活の中で、浜松市議会議員の方たちと直接お話ししたり、意見交換したりする機会は
なかなかありません。今回は、ぴっぴスタッフだけでなく、子育て中の人や大学生などを含むメ
ンバーが、若手市議会議員の方とざっくばらんに意見交換する機会を設けました。
発端となったのは、浜松市子育て情報サイトぴっぴの中で行ったパパママインタビュー「『異
次元の少子化対策』で少子化は改善すると思う？」です。2023年8月に行ったアンケートには
200件を超える意見が寄せられ、その9割は「『異次元の少子化対策』で少子化が改善すると
は思わない」という結果となりました。

10月 浜松市デジタルスマートシティ月間に参加
ママゼミ『親子プログラミング教室』

ぴっぴが事務局を行っている「ママゼミ」は、浜松に拠点をおく企業が、子育て世代を対象に社会貢献
活動として、各企業の事業分野をテーマに年間を通して様々なゼミを開催しています。無料で参加で
き、託児付きか子ども連れで参加できる講座は人気で、申し込み開始後すぐに定員が埋まってしまうも
のも多数。2023年度は76回の講座が開催され、700人弱の参加がありました。
10月は浜松市のデジタルスマートシティ月間関連イベントとして、ママゼミ事務局自ら提案し、
『親子プログラミング教室』を開催しました。こちらも反響が大きく、たくさんの親子が楽しくプログ
ラミングを学びました。

掲示板で情報交換 さわさわひろば
子育て支援ひろば さわさわひろばは、妊婦さんから小学生までの親子が利用でき
る親子の居場所です。初めての子育てをしている人や、2人目3人目の子育てをして
いる人、おじいちゃん・おばあちゃんと孫、育休中のパパやママがたくさん利用し
ています。ひろばに行く楽しみは、子育ての仲間が作れるだけでなく、いろいろな
情報交換がお目当ての人も多いです。ひろばに来た時に来ている人同士で情報交
換するのもよいですし、掲示板に聞きたいことを投げかけておくと、次回来た時に
はたくさんの口コミ情報が得られて、利用者の役に立っています。皆さんも、掲示
板に書き込みしてみませんか？

講座はほぼ毎月、イベントは年4回実施しているのですが、2023年度は「備え」を重点
テーマとして実施しました。人気の講座では、定員の3倍以上の申込みがあり、イベント
でも、1日に300人弱の参加者が来場することもありました。他に浜松市内の高校生を
対象にした「防災ユース・アンバサダープログラム」という活動を行っています。この活
動に興味のある高校生や、高校の先生は、防災学習センターまでお問合せください。

浜松市の防災力アップを仕掛ける
防災学習センター

「浜松市こども家庭センター（2024年3月までは「浜松市子育て世代包括支援センター」）の公式LINE
から、親子すこやか相談など6事業（※）の予約ができることを知っていますか？ 2021年1月からLINEで
開始した予約管理システムは、ぴっぴがLINEを活用して予約受付管理システムを構築したものです。
LINEでいつでも相談や教室の予約ができるこのシステムが、登録数が初年度の7.5倍（約15,000人）と
なったことからも、忙しい子育て家庭に活用されていることが伺えます。
※6事業：「親子すこやか相談」「2歳児歯科健康診査」「離乳食教室」「もぐもぐ
元気っこ教室」「はじめてのパパママレッスン」「集団眼科屈折検査」

好調！ ぴっぴが開発したLINEを活用した予約システム

◀防災学習センター

予約サービス
「Maica」▶

親子プログラ
ミング教室の
当日の様子▶

「浜松市子育て情報サイトぴっぴ」には、子育て中の人たちが “今、知りたい・気になっている”ということを、
「耳より情報」「パパママインタビュー」「浜松の子育て支援レポート」「子育て応援企業紹介」「クローズアップひと」
という５つのカテゴリで掲載しています。

反響続 ！々 ぴっぴの特集記事

例えば2023年度に特集した中で、パパママインタビュー「『異次元の少子化対策』で少子化は改善すると思う？」(9月掲載)は、229人
のパパママたちが回答してくれて反響も大きく、これをきっかけに、12月には若手浜松市議会議員とざっくばらんに浜松市の子育ての
現在・未来について話し合う「浜松市の議員さんと語ろう！」という企画に発展しました(詳細は下記をご覧ください)。

耳より情報
共働き家庭
夏休みの子どもの
居場所どうする？ 

パパママインタビュー
「異次元の少子化対策」
で少子化は改善すると
思う？ 

クローズアップひと
松本知子さん 
浜松市児童発達支援
センター 根洗学園園長

浜松の子育て支援
レポート
私らしい暮らしがかなう
子育て世代の浜松移住

子育て応援企業紹介
子どもからシニアまで、
地域の居場所づくり
「大瀬モータース」

2023年度 特集記事の例

ぴっぴの
特集記事▶

Q. 子どもを産み育てようと思うには、何が必要だと思いますか？(必要だと思う順に3つ選択)Q.政府が掲げる「こども未来戦略方針(異次元の少
子化対策)」によって、子どもを産み育てようと思う人が
増え子どもの数が増加すると思いますか？ アンケート実施期間：2023年8月1日～31日　　対象：どなたでも　回答総数：229件

特集記事▶
『異次元の少子化対策』で
少子化は改善すると思う？

さわさわ
ひろば▶

11月 2 回目の夏 浜松医大
アカデミックサマースクール

浜松医科大学の大学職員の福利厚生と地域貢献を目的に、安心安全な夏
休みの子どもの居場所が開設され、2023年度に再び委託を受け、運営を
行いました。前年度大変好評だったため、2回目となる2023年度の参加希
望者は定員の2倍以上と、人気の高さを伺えます。その人気の秘訣は、子ど
もたちの毎日の活動内容です。医大教職員・学生や、外部から講師を招き、
子どもたちがわくわく・ドキドキするような講座や体験にたくさん参加で
きます。時には、病院のドクターたちと同じような白衣を着て参加すること
もあり、子どもたちの気分も上がって、ますます好奇心が止まりません！

アロマ体験 CTの秘密

オーケストラ部プログラミング(MESH)

フォローや
お友だち登録

してね！

浜松市
防災学習センター

F @浜松市防災学習センター

X @hamamatsubousai

L @092yslpw

I @hamaboya
浜松市子育て情報センター L @hamamatsu-kjc

浜松市
子育て情報サイト
ぴっぴ

L @pippi

Y チャンネル：Q&Aはますく

I @hamamastupippi

認定NPO法人
はままつ子育て
ネットワークぴっぴ

F @特定非営利活動法人
　はままつ子育てネットワークぴっぴ

X @hama_pippi

子育て支援ひろば
さわさわひろば

L @392jodqj

I @sawasawahiroba
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